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兵庫県日野神社社叢における 27 年間の森林群落動態
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Abstract

We investigated changes in community structure and influence of management on the vegetation 
over a 27-year period in the shrine forest at Hino Shrine, southeastern Hyogo Prefecture. Diversity and 
abundance of woody species decreased from 1978 to 2005. Populations of Ardisia creanata, Cleyera 
japonica, and seedlings of Ilex rotunda, all of which are lucidophyllous forest species, declined in the 
understory. Trachycarpus fortunei, an invasive ornamental species, increased in the managed plots. In 
addition, relative growth rates of small- and medium-diameter trees increased in the managed plots. 
Our results suggested that management, such as cutting vines and removing leaf and branch litter, 
promotes tree growth, but may also cause invasion of the understory by non-native species. Because 
the forested area of Hino Shrine is small and isolated in an urban landscape, the community structure is 
affected significantly by the surrounding environment. Therefore, active management, such as planting 
understory trees, improving soil water conditions, removing invasive species, and creating safe-sites for 
seedling establishment, may be required to maintain native forest conditions.
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はじめに

近年，都市林の景観保全機能・種多様性保全機能・環

境改善機能・レクリエーション機能などに対する評価・

期待が高まっている（田端ほか，2004）．都市林は都市

域において市民の生活環境の保全に役割を果たしてい

る樹林であり（蜂屋ほか，1982），その多くは都市域に

点在する孤立林である．都市域での孤立化により，周

辺移入種による遷移の偏向（戸島ほか，2004）や鳥散

布樹種の増加による同一タイプ林への遷移（守山ほか，

1984）などの問題が生じており，都市林の積極的な管

理が求められている（坂本，1999）．

孤立した都市林のひとつとして社寺林があげられる．

社寺林は宗教的理由から長期間樹林として保護されてき

たため，環境林（千葉，1989）の造成やその維持・管

理を行うための貴重な情報になる（坂本ほか，1989）．

都市緑地としての社寺林に対する評価・期待が高まる一

方で，社寺林の多くは林内への侵入禁止などの消極的保

護がなされているのみである．その結果，面積の減少や

周辺環境の変化などにより，特定の種の異常繁茂（服部

ほか，2002；岩崎・石井，2005）や木本種数の低下（村

上・森本，2000）など種多様性の喪失や群落の構造悪

化が危惧されている．社寺林において自然性の高い植生

を維持するには，もはや消極的な保護では不十分であり
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積極的な維持・管理が必要であると考えられる（坂本，

1999；岩崎・石井，2005）．

社寺林には自然型や植栽型があり，生物多様性や景観

の維持など管理目標も社寺ごとに異なる．そのため，多

くの管理事例や群落動態の研究を蓄積することは社寺

林自体，さらには都市の孤立林の保全に関する提言を

行うにあたって重要となる．1970 年代に全国規模で行

われた社寺林の植生調査（四手井，1974）以降，社寺

林の動態や管理に関する多くの研究が行われた．その

結果，群落の種多様性維持を目的とする場合，樹林面

積の確保（石田ほか，1998；戸島ほか，2004），林縁

や林床の整備（前迫，1987；細木ほか，2001；門田・

井上，2001），異常繁茂種や侵入種の除去（服部ほか，

2002；岩崎，2006）など様々な保全・管理作業が必要

であることが示された．

上記のように社寺林の動態・管理について多くの研究

がなされてきたが，社寺林の適切な保全・管理計画を構

築するには，長期的な群落動態や人為的管理の影響を評

価した研究が不可欠である．そこで本研究では都市域の

社寺林における群落の長期的変動と人為的管理の影響に

ついて明らかにするために，兵庫県南東部の日野神社社

叢において調査を行った．日野神社は，都市化の進んだ

阪神間において 1.3 ha の面積を有す貴重な緑の宝庫と

して 1971 年に兵庫県天然記念物に指定された．1980

年に社叢北側で行われた下水管埋没工事が植生に及ぼ

す影響を調査するために矢野ほか (1983，1991) によっ

て 1978 年から 1990 年の間に合計 6 回の毎木調査と下

層植生の調査が行われた．本研究では矢野ほか (1983，

1991) による既存のデータを用いて群落動態の追跡調査

を行うとともに，人為的管理の履歴と植生への影響を明

らかにするために管理者やボランティアに対する聞き取

り調査を行った．

調査地と方法

調査は 2005 年 5 月から 12 月にかけて日野神社社叢

（兵庫県西宮市日野町，北緯 34°44′東経 135°22′） 

で行った（図 1a）．この地域は瀬戸内気候帯に位置し，

年平均気温は 16.5℃，年間降水量は 1264.7 mm であ

る（気象庁，2005）．合計 1.3 ha の境内のうち，約

80% が樹林として保護されており，周囲は住宅地や道

路，水田に面している．社叢は武庫川流域の沖積地に発

達した典型的な常緑広葉樹林であり，アラカシ‐クロガ

ネモチ群落に分類されている（矢野ほか，1983）．

現在の植生の状態を明らかにするため，参道西側の社

叢に 1200 ㎡の調査プロットを設置し樹高 1.3 m 以上

の木本種について樹種，樹高，胸高直径を測定した（図

1b）．このプロットは，日野神社社叢の中で最も自然性

の高い部分である（矢野ほか，1983）．

植生の長期的変遷を明らかにするために，矢野ほか

（1983，1991）が境内北西部に設置した３つの 15 m

× 15 m の小プロットを特定し，再調査を行った（図

1b）．これらのプロットでは 1978 年から 1990 年の間

に 6 回の毎木調査と 2 回の下層植生の調査が行われ，

樹高 1.3 m 以上の樹木について胸高周囲が測定され，

高さ 1.3 m 未満の樹木および草本については 1982 年

図 1　調査地の位置

(a) 西宮市（グレー）および日野神社の所在地．(b) 日野神社社叢に設置された 1200 ㎡（太枠内）

と小プロット（1 ～ 3）の位置．
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と 1990 年に個体数が測定された（矢野ほか，1983，

1991）．本研究では，これらと同一の小プロットを対象

として樹高 1.3 m 以上の樹木については胸高直径を測

定し，1978 年と 1990 年に測定されたデータと比較し

た．また，高さ 1.3 m 未満の樹木および草本について

は個体数を測定し，1982 年と 1990 年に測定されたデ

ータと比較することで植生の経年変化を明らかにした．

植生に対する人為的管理について調査するため，管理

を行っている地元ボランティアへの聞き取り調査を実施

したところ，人為的管理は 1995 年頃から行われており，

これらの小プロットでは過去の人為的管理の方法が異な

っていたことが明らかになった．そこで，3 つの小プロ

ットをプロット1；管理がなかったプロット，プロット2；

プロットを含む範囲で春期・秋期に週一回の割合でツル

切りが行われたプロット，プロット 3；プロットを含む

範囲で春期・秋期に週一回の割合でツル切りと落葉・落

枝の除去が行われたプロットに分類した．

各小プロットの林分構造の経年変化を明らかにするた

めに，1978 年・1990 年・2005 年の調査結果をもとに

樹高 1.3 m 以上の樹木について胸高直径の頻度分布を

作成し，コルモゴロフ - スミルノフ検定により頻度分布

の差異を検定した．また，矢野ほか（1983）が 1978

年に調査対象とした樹高 1.3 m 以上の樹木について，

ナンバーテープやサイズから個体を特定できたもの（表

１）について胸高直径の相対成長量（RGR）を計算した．

これらを胸高直径の頻度分布にもとづいて 3 つのサイ

ズクラス（10 cm 未満 ; 10-20 cm; 20 cm 以上）に分

けた．管理の有無が個体成長に及ぼす影響を評価するた

めに，サイズクラスごとに小プロット間での RGR の違

いについて分散分析（ANOVA）を用いて比較した．

結　　果

日野神社社叢の総種数は 17 種であり，主な樹種構

成は，植栽されたモチノキ（Ilex integra Thunb．），

ク ロ ガ ネ モ チ（Ilex rotunda Thunb．）， ク ス ノ キ

（Cinnamomum camphora Sieb．）で，この 3 種で林

分全体の胸高断面積合計（TBA，㎡ ) の 70% 以上を占

めていた（表 2）．また，TBA の上位 10 種のうち 8 種

が常緑広葉樹であった．

表 1　日野神社に設置した３箇所の小プロットにおいて個体を特定でき , 成長量を求めることが

できた樹木の胸高直径 (DBH) ごとの個体数（本）

比較データは矢野ほか (1983) による．
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各小プロットにおける樹高 1.3 ｍ以上の樹木の個体

数は 1978 年から 2005 年の 27 年間で，プロット 1 で

47%，プロット 2 では 14%，プロット 3 では 41% 減少

した（表 3）．TBA については各小プロットとも大きく

増加していた．また，すべてのプロットで消失した種数

が加入種数を上回ったことから，総種数が減少した．

樹高 1.3 ｍ以上の樹木のサイズ構造については，管理

のなかったプロット 1 で 1978 年と 2005 年の分布型に

有意な変化がみられた（図 2；p ＜ 0.05)．特に胸高直

径 5 cm 未満の個体数の減少が顕著で，サカキ（Cleyera 

japonica Thunb．）の個体数が半減していた．プロッ

ト 2 およびプロット 3 では分布型に有意な変化がみら

れなかったものの，1978 年から 2005 年にかけて胸高

直径 5 cm 未満のクロガネモチの個体数がプロット 2 で

は 62% 減少し，プロット 3 では消失した．

管理のなかったプロット１では 1982 年から 1990 年

にかけての下層植生の個体数が増加した（表４）．一方，

プロット 2 および 3 では管理が行われる以前の 1982

年から 1990 年にかけて個体数が減少したものの，管理

が行われた期間を含む 1990 年から 2005 年にかけて増

加した．種数に関しては各プロットともほとんど変化が

みられなかった．すべてのプロットで照葉樹林構成種

表２　2005 年に日野神社社叢に設置した 1200 ㎡の調査プロットにおける主要樹種の個体数（本 ha-1）と胸

高断面積合計 (TBA, ㎡ ha-1) およびその相対値 (%)

表３　矢野ほか (1983) が 1978 年に日野神社社叢に設置した３つの小プロットにおける高さ 1.3m 以上の樹木の個

体数（本）, 胸高断面積合計 (TBA, ㎡ )，種数，種構成の経年変化および加入・消失種
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のマンリョウ（Ardisia crenata Sims．）の個体数が減

少した．また，管理のなかったプロット 1 ではシュロ

(Trachycarpus fortunei Wendl．) の個体数が比較的

少なく一定であったのに対し，管理が行われたプロット

2，3 では構成割合が高く，増加傾向を示した．

1978 年から 2005 年にかけての樹木の相対成長量

（RGR）は，胸高直径 10 cm 未満の樹木で，管理の行

われたプロット３における RGR が他のプロットを大き

く上回った（図３）．また，胸高直径 10-20 cm の樹木

の RGR は，管理が行われたプロット２およびプロット

３でプロット１よりも大きかった．胸高直径が 20 cm

よりも大きな樹木の RGR についてはプロット間で差が

みられなかった．

考　　察

本研究の結果から，日野神社社叢における植生の 27

年間の変化とツル切りや落葉・落枝の除去といった管理

の影響の一端が明らかになった．従来，日野神社社叢は

モチノキ・クロガネモチ・クスノキなどの植栽された常

緑樹が優占する，植栽型の常緑樹林であった．1978 年

から 2005 年の間に樹高 1.3 m 以上の樹木の個体数お

よび種数が減少し，消失種には落葉樹・常緑樹ともに含

まれていた．特に，低木層のサカキ・クロガネモチ幼樹

の減少が目立った．また，下層ではこの地域の常緑樹林

の構成種であるマンリョウの減少や侵入種のシュロの増

加が目立った．このような植生の変化には，社叢周囲の

宅地化などが影響を及ぼしていると考えられる．

日野神社では 1965 年に行われた植生調査において，

林床は湿性で湧水が溜まっていたことが報告されている

（白峰ほか，1970）．その後，1980 年に神社北側で下水

管埋没工事が行われた（矢野ほか，1983）．この工事に

よる武庫川からの水脈への影響が懸念されたため，植生

及び土壌の調査が行われた（矢野ほか，1983，1991）．

その結果，下水管埋没工事による植生への短期的な悪

影響はなかったとされている（矢野ほか，1991）．しか

し，現在の林床は乾燥しており，湿性の植物はほとんど

みられなかったことから，下水管埋没工事の長期的影響

と宅地化による周辺土壌のコンクリート化などの影響に

より，土壌に流入する雨水・地下水の量が減少し土壌の

乾燥化が進行したと考えられる．土壌の乾燥化は水分ス

トレスに弱い下層および低木層の衰退を招いた可能性が

ある．サカキ・クロガネモチ・マンリョウはこの地域の

常緑樹林を特徴付ける植物である（川畑・小堀，2001）

図２　矢野ほか（1983）が 1978 年に日野神社社叢に設置した３つの小プロットにおける胸高直径 (DBH) 頻度分布の経年変化

＊は 1978 年時に対して分布型が変化したことを示す（p<0.05，コルモゴロフ - スミルノフ検定）．
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ことから，これらの個体数減少は常緑樹林本来の階層構

造や種構成が失われつつあることを示唆している．

一方，下層植生の個体数は追跡調査を行った３箇所の

小プロットすべてにおいて増加傾向にあった．プロッ

ト 2・3 では管理が行われるようになってから下層の個

体数が増加した．特に，落葉・落枝の除去を行ったプロ

ット 3 では侵入種のシュロが大幅に増加した．林床が

整備されることでシュロなどの侵入種の定着が促進され

た可能性がある．シュロは極めて耐陰性が高く，大型の

葉が林床を覆う（萩原，1981）ため，他の樹種が被陰

され林床が単純な種組成になる（高橋ほか，1981）．シ

ュロの侵入は近隣の西宮神社社叢においても著しく，西

宮神社社叢では 2005 年に除去作業が行われた（岩崎，

2006）．

日野神社社叢で近年行われてきたツル切りなどの管理

によって，小・中径木の成長量が促進される傾向が見ら

れた．管理の度合いが最も高かったプロット３において

は，胸高直径 10cm 未満の小径木の成長量が他のプロ

ットを大きく上回った．これらは低木・亜高木種や林冠

を構成する高木種の幼樹であった．本研究の結果から，

管理を行うことによって森林の階層性を維持し，林冠木

の後継樹を育成できる可能性が示された．

都市の孤立林では落葉樹二次林から常緑樹林への通常

の遷移が見られることは稀で，管理を行わなければし

ばしば鳥散布型樹種が増加する偏向遷移を示す（前迫，

2000；戸島ほか，2004）．鳥散布型樹種を含む遷移初

期種は群落における種数変動が大きいのに対して，重力

散布型樹種には極相種が多いため種数変動が比較的小さ

い（前迫，1987）．社寺林の多くは自然林に近い状態で

維持することを管理目標としているが，都市域において

自然性の高い常緑樹林を維持することは困難である（坂

本 1999）．孤立化の進んだ社寺林において常緑樹林の

特徴である階層構造や種多様性を維持するためには常緑

樹種を中心とする実生・幼樹の定着を目指した亜高木・

低木層および林床の保全・管理が重要である（武田・梅

林，1982；前迫，2000）．

これまで，都市の孤立林において行われた植生管理の

事例としては，下刈りと落葉掻きによる多様な下層植生

表４　矢野ほか (1983) が 1978 年に日野神社に設置した３箇所の小プロットにおける下層植生の個体数（本）と種数の経年変化

図 3　矢野ほか (1983) が 1978 年に日野神社社叢に設置した３つ

の小プロットにおける樹木の胸高直径 (DBH, cm) の相対成

長量（1978-2005 年）

同じアルファベットは同一サイズクラス内においてプロッ

ト間に有意差がない（p>0.05，ANOVA）ことを示す．エ

ラーバーは１標準偏差を示す．
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の育成（細木ほか，2001），異常繁茂した在来種や侵入

種の除去（服部ほか，2002；岩崎，2006），林縁部に

おけるマント群落の復元（門田・井上，2001）などが

あげられる．本研究の結果から，日野神社社叢において

常緑樹を中心とした群落を持続的に維持するためには，

継続的な保全・管理が必要であることが示された．管理

は小径木の成長を促す一方で，シュロなどの園芸植物や

鳥散布種の侵入を招く恐れがある．このため，常緑樹を

中心とした下層・低木層の衰退を防止し，現在の林分構

造を維持するには従来のツル切りや林床の整備だけでは

不十分であり，林冠構成種の植栽，土壌の水分条件の改

善，侵入種の除去などといった，より積極的な保全・管

理が必要であると考えられる．社寺林に代表される自然

性の高い孤立林の適切な管理方法を構築するためには，

本研究のような植生の長期的動態や人為的管理の影響を

考慮した研究事例の蓄積が必要である．今後，このよう

な研究事例が孤立林の保全・管理の一助となり，都市の

緑地環境の改善に寄与することが期待される．
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要　　旨

兵庫県南西部の日野神社社叢において 27 年間の群

落動態と人為的管理の影響を調査した．1978 年から

2005 年の間に木本種の種数・個体数の減少が確認され

た．下層では照葉樹林構成種のマンリョウや低木層のサ

カキ，クロガネモチ幼樹の個体数が減少した．人為的管

理の行われた場所では侵入種シュロの増加が確認され

た．一方，管理の行われた場所では小・中径木の成長量

が増加した．ツル切り，落葉・落枝の除去といった管理

は樹木の生長を促すものの，下層における侵入種の増加

を招く可能性が示唆された。市街地に囲まれた日野神社

社叢では，林分構造が周辺環境に強く影響されるため，

自然性の高い群落を維持するには林冠構成種の植栽，土

壌水分条件の改善，侵入種の除去，林床の保全・管理な

ど，より積極的管理が必要であると考えられる．
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